
305 304

■
北
海
道	

	

◎	

「
令
和
」	

古
宮
行
恵

○	

「
生
き
た
い
」	

蒼
樹
ほ
の
お

◎	

「
羽
化
せ
ぬ
蛹
」	

春
町
桃
花

	

「
宇
宙
と
卑
小
」「
ク
ル
」
柴
田
節
子

◎	

「
私
の
生
ま
れ
る
前
の
さ
よ
う
な
ら
」

	
	

五
月
と
じ
か

○	

「
胡
蝶
の
夢
」	

和
龍
美

○	

「
き
よ
ら
か
な
魚
」	

野
本
篤
美

◎	

「
観
音
様
を
見
送
る
日
」	

上
木
戸
晃

◎	

「
新
人
」「
お
金
」	

中
原
ね
も

○	

「
追
憶
の
一
片
」「
穴
」	cofum

i

◎	

「
た
だ
」	

星
埜
ま
ひ
ろ

◎	

「
た
わ
む
れ
ど
き
」	

中
村
郁
恵

◎	

「
赤
ら
む
頬
」	

吉
田　

春

◎	

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」	

松
岡
真
弓

■
青
森
県	

	

◎	

「
人
生
は
ど
う
笑
わ
れ
る
か
」

	
	

小
山
田
良
三

■
岩
手
県	

	
	

「
ラ
イ
バ
ル
？
」	

H
・ell

◎	

「
孤
独
な
朝
に
」	
三
浦
恵
子

◎	

「
息
を
吹
き
返
す
」「
舞
踏
」	
原
氷

■
宮
城
県	

	

◎	

「
見
つ
め
ら
れ
て
」」	

金
子
忠
政

○	

「
あ
な
た
と
わ
た
し
」	

多
雨

	

「
旅
立
ち
」	

安
藤
志
賀

◎	

「
１
月
18
日
」	

柏
村
ね
お

■
秋
田
県

	

「
も
し
も
の
話
」	

工
藤
美
咲

■
山
形
県

	

「
も
し
も
の
話
」	

工
藤
美
咲

◎	

「
変
電
所
」「
氷
像
」	

青
木
夕
海

○	

「
憶
、
灯
」	

里
井　

縁

◎	

「
み
ど
り
の
う
た
」	

羽
鳥
結
人

■
福
島
県	

	

◎	

「
原
点
回
帰
」	

卯
野
彩
音

○	

「
や
わ
ら
か
な
答
え
」	

武
内
ユ
ウ

■
茨
城
県	

	

◎	

「
虹
」「
病
室
」	

阿
部
久
市

◎	

「
三
つ
の
影
」	

天
ケ
谷
麗

◎	

「
ゆ
く
り
な
く
も
」「
窓
辺
」
関
根
怜

◎	

「
春
の
衛
星
」	

街
風
さ
い
か

	

「
恥
骨
」「
道
祖
神
」	

篠
井
雄
一
朗

◎	

「
記
憶
」「
御
池
の
上
の
」
あ
ぜ

◎	

「
皐
月
」	

柊
み
ど
り

■
栃
木
県	

	
	

「
恋
模
様
」「
秋
空
」「
朧
月
」
バ
ナ
ナ

○	

「
未
来
を
探
す
者
」	

た
こ
み

○	
「
更
地
」「
証
明
写
真
」	

吹
木
文
音

○	
「
肌
」「
錆
び
る
果
実
」	

リ
ヴ

■
埼
玉
県	

	

◎	

「
レ
イ
ン
」「
展
翅
」	

黒
江
修
一

◎	

「
花
の
調
べ
」	

坂
井　

傑

◎	

「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
な
ん
か
く
そ
く
ら
え

だ
！
」	
三
日
月
李
衣

◎	

「
居
場
所
」	

朱
泪
み
ね

◎	

「
鱗
粉
」「
現
れ
た
母
」	

北
川　

聖

○	

「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
」	

ゆ
ー
い
ち

◎	

「
太
陽
の
デ
ザ
ー
ト
」	

甘
夏
こ
れ

◎	

「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
」	

道
草
な
ず
な

◎	

「
新
宿
駅
、
午
前
二
時
」	

北
村
灰
色

◎	

「
祈
り
」	

青
藍

◎	

「
最
果
て
の
イ
マ
ー
ム
」	

レ
イ

	

「
洟
」「
燕
」「
魔
法
」	

風
何

	

「
夏
の
夕
立
の
よ
う
に
」	

海
月
流
南

◎	

「
池
上
彰
」「
字
幕
」	

渡
部
榮
太

◎	

「
鳥
の
歌
」	

四
季
長
明

	

「
思
考
」「
お
ぎ
す
す
き
」
水
乃
清
涼

◎	

「
肌
の
色
は
」	

ま
き
こ
う
じ

◎	

「
げ
ろ
と
種
」　　

こ
ん
ど
う
の
の
か

◎	

「
化
石
を
わ
た
る
風
」	

福
永
十
津

■
千
葉
県	
	

◎	

「
月
」「
愛
の
こ
と
ば
」	

常
本
哲
郎

◎	

「
生
き
る
意
味
」	

角
田
和
美

◎	

「
恐
ろ
し
い
音
」	

大
門
彩
香

◎	

「
金
色
の
雪
」「
海
」	

水
沢
朱
実

○	

「
人
生
を
変
え
た
転
機
」	Ika

◎	

」「
叫
び
の
木
霊
が
」	

森
下
万
尋

◎	

「
白
い
ド
レ
ス
と
風
の
音
」「
白
い
ソ

第第
1919
回回
「
文
芸
思
潮
」

「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞

現
代
詩
賞
　　

中
間
発
表

中
間
発
表
　　

一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

一
次
・
二
次
・
三
次
予
選

●
第
19
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
に
御
応
募
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
日
本
全
国
お
よ
び
外
国
よ
り
三
二
一
人
か
ら
作

品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
五
月
三
十
一

日
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
正
な
一
次
・
二
次
・
三
次
予
選
審
査
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
謹
ん
で
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
印
は
一
次
予
選
通
過
者
、
○
印
は
二
次
予
選
通
過
者
、
◎
印
は
三
次
予
選
通
過

者
で
す
。
長
い
タ
イ
ト
ル
、
複
数
タ
イ
ト
ル
は
短
く
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第19回「文芸思潮」現代詩賞　予選通過作品発表
ッ
ク
ス
で
あ
な
た
の
名
を
」	

石
川
小
傘

◎	

「
蜂
」「
硝
子
」「
刃
」	

薬
師
丸
怜
央

	

「
永
遠
」「
刹
那
」	

ヤ
ス

◎	

「
清
流
」「
残
照
」　　

田
村
き
み
た
か

◎	

「
そ
っ
ち
側
」」「
父
」	

イ
ソ
ノ

◎	

「
残
響
」	

相
河
史
哉

○	

「
何
」「2023/04/06

」	

白
井
し
き

◎	

「
今
日
の
独
り
」「
行
先
」	

瞭

■
東
京
都	

	

◎	

「
く
ら
げ
狼
」	

庄
司
直
也

◎	

「
こ
こ
ろ
あ
ら
し
」	

大
門
真
央

◎	

「
硝
子
の
天
井
」	

械
冬
弱
虫

	

「
い
つ
か
」　　
　

ワ
タ
ナ
ベ
ヒ
ロ
キ

◎	

「
真
実
の
行
方
」	

今　

誠

	

「
公
園
の
中
」「
百
」	

小
島
秀
雄

◎	

「
獣
」	

や
み
く
も

◎	

「
四
十
九
日
」	

齋
藤
菜
摘

◎	

「
五
月
の
響
き
」	

遠
藤
芳
子

◎	

「
最
後
の
野
生
」	

辺
見
田
空

◎	

「
る
る
る
」　　
　
　

た
い
ら
ゆ
き
こ

○	

「
私
は
輝
く
石
の
塊
」	

近
藤
善
揮

◎	

「
ね
こ
の
瞳
」「
星
」	

織
田
り
ん

◎	

「
花
に
尋
ね
る
」	

片
岡
周
子

○	

「
指
先
で
笑
っ
て
る
」	

南
田
偵
一

	

「
加
速
す
る
季
節
」	

橘
こ
は
く

○	

「
生
き
ず
嫌
い
」	

森　

菜
々
子

◎	

「
散
歩
」「
終
末
」	

河
合
麻
衣

○	

「
終
末
時
計
」	

弟
子
丸
博
道

◎	

「
八
月
一
日
と
二
日
」	

木
村
太
郎

○	

「
二
つ
目
の
果
実
」	

十
野
真
之

◎	

「
石
の
花
」	

近
藤
小
百
合

○	

「
詩
集
『
砂
の
城
』
よ
り
」
光　

源
詩

◎	

「
鯨
の
骸
」　　

み
ず
ぬ
ま
け
い
だ
い

◎	

「
愛
し
き
人
へ
」	

永
畑
加
代
子

○	

「
夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う
」	CH

IBI

◎	

「
緋
色
の
海
」「
帰
港
」	

深
沢
彰
吾

◎	

「
宇
宙
カ
マ
ド
」　　

ワ
タ
ナ
ベ
モ
カ

◎	

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」	

花
氷

◎	

「
無
題
」「
夜
想
曲
」	

大
金
ゆ
づ
き

◎	

「
青
曇
り
」	

深
名
え
じ

◎	

「
接
木
」「
冬
虫
夏
草
」	

四
月
一
日

◎	

「
憧
れ
の
マ
ー
シ
ャ
ラ
ー
」

	
	

若
林
麻
衣
子

◎	

「
工
場
地
帯
」「
波
紋
」	

西
村　

洸

	

「
ハ
イ
タ
ッ
チ
」	

松
村
玲
子

◎	

「
生
き
る
」「
残
り
火
」	

鈴
木
太
陽

	

「
月
と
弟
」	

國
奥
め
ぐ
み

◎	

「
潜
水
」「
島
舞
い
」	

赤
澤
玉
奈

	

「
国
道
」	

中
山
蜜
治

○	

「
告
別
」「
無
常
」「
今
際
」
壺
中
天

◎	

「
中
身
と
そ
の
熱
」	

蕪
木
さ
く
ら

○	

「
ら
し
い
」	

い
で
み
ど
り

○	

「
引
き
換
え
る
」「
暗
闇
は
情
報
だ
」

ス
リ
ン
ガ
ー
ラ
ン
ド
明
子

◎	

「
月
光
速
」「
弦
界
」	

千
葉
紫
月

◎	

「
春
が
き
た
ら
」	

里
中
美
月

◎	

「
夜
更
け
の
ピ
ア
ノ
」	

杉
平　

敦

○	

「
せ
い
か
つ
」「
岬
」	

桑
島
明
大

◎	

「
身
に
余
る
人
生
」	

実
川
阿
仁

◎	

「
対
岸
」「
干
上
が
る
鯨
」
河　

橈

◎	

「
湿
り
」「
風
景
と
皮
膚
」
川
㟢
雄
司

	

「
銀
の
雨
」「
愛
の
呼
吸
」
花
虹

◎	

「
く
ず
お
れ
」	

秦　

大
地

	

「
餞
」	

宮
本
京
佳

	

「
一
緒
に
映
画
を
」	

梟
田

◎	

「
春
日
」「
古
墳
」	

清
水
一
美

◎	

「
抗
体
集
団
」「
血
縁
」	

今
宿
未
悠

◎	

「
高
校
時
代
」	

井
上
正
行

◎	

「
行
進
曲
」「
誰
だ
」	

花
山
徳
康

◎	

「
麒
麟
の
背
鰭
」　

ま
ほ
ろ
ば
し
じ
み

◎	

「
春
風
の
と
お
り
道
」
齋
藤
こ
も
れ
び

○	

「
跨
い
で
は
」「
イ
オ
」	

ユ
ウ
ア
イ
ト

◎	

「
卒
業
証
書
」	

色
透　

諷

◎	

「D
EEP　

EN
D

」	

薛
沙
耶
伽

◎	

「
味
蕾
に
針
」	

渡
辺
八
畳

○	

「
や
さ
し
い
重
さ
」	

川
島
佐
保

◎	

「
姿
に
宿
る
な
ら
」	

小
山
将
平

■
神
奈
川
県	

	

◎	

「
限
り
の
な
い
旅
」	

松
原
泰
子

○	

「
淡
い
想
い
」	

福
井
雅
人

◎	

「
遊
戯
場
へ
の
埋
没
」	

佐
藤　

裕

	

「
た
ま
き
」「
シ
キ
」	

黒
冬

◎	

「
涙
雨
よ
」「
花
瓶
」	

田
咲
恵
子

	

「
ギ
リ
ギ
リ
ラ
イ
フ
」	

定
食
亭
定
吉

◎	

「
し
ゅ
ん
し
ゅ
う
」
あ
ひ
こ
み
さ
き

○	

「
絵
描
き
」	

加
藤
雄
三

○	

「『
幸
』
と
『
辛
』」	

唯
蓋
尋

◎	

「
昼
下
が
り
のJIV

E

」	

大
河
内
う
た

◎	

「
立
ち
話
か
ら
」	

横
井
純
子

○	

「
サ
ボ
テ
ン
三
詩
」゚
ま
み
つ
ぶ
。○
。

◎	
「
累
日
」「
浮
世
」
キ
ネ
ブ
チ
タ
ツ
ヤ

◎	
「
無
の
乱
打
」　　
　

木
戸
秋
波
留
紀

◎	

「
夢
」「
埴
輪
」　　
　

小
杉
山
立
夏
子

	

「
ア
カ
」「R
」	

一
色
音
々

○	

「
発
芽
」	

鈴
木
一
菻

◎	

「
陶
器
と
木
匣
」「
秘
跡
」
華
賀
透

○	

「
あ
の
子
は
だ
ぁ
れ
」	
塩
路
明
子

○	

「
ハ
ッ
カ
飴
」「
桜
」	
杜
山
美
帆

○	

「
倒
れ
た
母
へ
」「
星
」	

伊
藤　

海
	

「
ツ
ン
ド
ラ
の
紅
葉
」	

古
林　

暁

◎	

「
童
影
」「
透
明
感
覚
」	

井
澤
禎
雄

	

「
さ
す
ら
い
人
へ
」
ノ
ン
キ
ュ
リ
ー

◎	

「
夕
立
の
あ
と
」	

猫
柳
木
り
さ

	

「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
昼
職
」	

夜
長　

友

◎	

「
ア
ル
ベ
ド
」「
誕
生
」	

水
庭
ま
み

○	

「
ス
ポ
ン
ジ
」「
貯
金
箱
」
橋
本
琳
心

○	

「
透
明
が
彩
る
」	

生
魚
は
る
か

◎	

「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
」	

斎
藤
未
菜

■
新
潟
県	

	
	

「
忙
し
い
鰥
夫
」	

梨
本
清
一

○	

「
鬱
と
ソ
ー
ト
」「
秋
涼
」
川
名　

滓

	

「
弾
薬
に
し
た
」　

イ
ノ
ウ
エ
ケ
イ
タ

◎	

「LIFE

」　　
　

CO
N
SO
N
T
ED
25

◎	

「
曲
線
」「
泣
く
ま
え
に
」
優
木
絆
名

■
富
山
県	

	

◎	

「
電
子
レ
ン
ジ
」	

有
澤
か
お
り

■
石
川
県	

	

○	

「
よ
う
こ
そ
世
界
」	

深
谷
蛍
斗

○	

「
歴
史
の
呼
び
声
」	

酒
井
恵
三

◎	

「
発
光
抄
」　　
　
　

裏
路
地
ド
ク
ソ
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○	
「
ロ
ト
６
宝
く
じ
」	

長
戸　

実

○	
「
心
の
傷
（H

EA
RT
	BREA

K

）」

	
	

中
村　

隆

■
山
梨
県	

	

◎	

「
金
婚
式
」「
春
の
雪
」	

ふ
き
の
と
う

◎	

「
暗
闇
を
突
っ
走
れ
」	

田
中
浩
司

○	

「
折
鶴
」「
泥
」	

徳
川
春
陽

○	

「
別
の
誰
か
に
」	
正
夢

◎	

「
狼
の
読
書
会
」	
上
原
翔
子

■
長
野
県	

	

◎	

「
花
魁
」	

今
井
葉
子

○	

「
無
力
」「
牛
蛙
の
恋
」	

皐
月
五
日

	

「
竜
宮
日
和
」「
愛
」	

塚
田
ま
ゆ
み

◎	

「
は
と
バ
ス
ツ
ア
ー
」	

妻
咲
邦
香

◎	

「
氷
雪
」「
混
」「
泣
く
」	

片
岡
山

■
岐
阜
県	

	

○	

「
ペ
テ
ロ
の
紙
片
」	

岩
崎　

明

◎	

「
白
い
花
」「
水
の
孤
独
」
後
藤　

順

◎	

「
あ
お
」「
雨
模
様
」	

下
原
整
走

	

「
死
ぬ
ま
で
の
時
間
」	

砂
子

■
静
岡
県	

	
	

「
光
に
向
か
っ
て
」	

水
野
次
郎

○	

「
こ
と
ば
」	

新
神
由
利
恵

◎	

「
山
は
笑
う
」	

田
村
全
子

◎	

「
古
屋
敷
撤
去
」	

後
藤
敏
斤

◎	

「
八
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
裏
返
し
に
挟

ま
れ
た
奇
妙
な
風
景
写
真
か
ら
」

	
	

疋
田
あ
ゆ
み

	

「
怒
り
」「
ひ
と
と
き
」	

佐
藤　

理

○	

「
端
の
免
責
規
定
」
や
ま
も
と
た
け
る

○	

「
吹
子
」「
森
」「
海
」	

坂
田
康
雄

■
愛
知
県	

	

◎	

「
獣
の
存
在
」「
朝
の
光
」
瑠
璃　

光

◎	

「
ゴ
ッ
ホ
」「
蝶
蝶
」	

関
戸
都
志
正

◎	

「
胸
の
内
の
喫
水
線
」	

舟
橋
空
兎

◎	

「
い
ず
れ
、
雨
に
な
る
」	

德
丸
魁
人

■
三
重
県	

	

◎	

「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」「
旗
」	

岩
谷
隆
司

	

「
レ
ク
イ
エ
ム
―
鎮
魂
の
挿
名
詩
―
」

	
	

晴
転
雨
読

◎	

「
祖
父
の
匂
い
」	

七
寒
六
温

○	
「
満
ち
る
」「
欠
け
る
」	

鴉
蝶

○	
「
銀
砂
」	

土
方
ケ
ン
ジ

■
京
都
府	

	

○	

「
あ
れ
か
ら
」	

背
中
す
春

○	

「
淋
し
い
春
」「
静
か
」	

屋
敷
旺
甫

◎	

「
白
い
木
」	

成
瀬
十
八

○	

「
年
老
い
た
町
」	

戸
田
和
樹

	

「
初
恋
の
雨
」	
塩
谷
瑠
致

◎	

「
水
風
呂
」	
設
楽
い
く
こ

◎	

「
紅
の
涙
」「
戀
」「
風
吹
か
ば
」	
燕

◎	

「
心
臓
の
天
蓋
の
流
動
」	

曲
田
尚
生

○	

「
袋
」	

為
平　

澪

◎	

「
星
を
見
て
、
帆
を
上
げ
る
」「
あ
な

た
が
秘
密
を
も
つ
な
ら
ば
」	

日
下
直
哉

◎	

「
雨
と
ま
ち
の
詩
」Churro_step

○	

「
現
代
」　　

ヴ
ェ
ナ
ー
ト
・
サ
ハ
ラ

■
大
阪
府	

	

◎	

「
鬼
ご
っ
こ
」	

中
川　

望

◎	

「
胸
に
迫
る
不
安
感
」	

村
雨
巧
夢

◎	

「
父
」「
最
期
の
対
局
」	

中
村　

満

◎	

「
古
里
」「
時
間
」	

た
な
か
ち
よ

◎	

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
嫁
」	

南
原
魚
人

○	

「
異
邦
の
海
辺
で
」「
足
」
吉
田
健
一

	

「
手
裏
剣
」「
ジ
ロ
ー
」	

飯
干
猟
作

◎	

「
写
真
」「
神
隠
し
」	

愛
羽　

文

○	

「
母
へ
」「
晴
れ
た
日
」	

志
田　

恵

◎	

「
奏
」	

市
原
芙
実
子

○	

「
月
と
花
嫁
」「
こ
こ
ろ
」
宥
喜　

哀

○	

「
日
帰
り
旅
行
」	

空
見
タ
イ
ガ

○	

「
猫
と
月
」「
結
び
目
」	

蔭
山
雪
之
丞

	

「
砂
場
」「
分
離
」	

三
舟
い
と

■
兵
庫
県	

	

◎	

「
底
面
」「
犬
が
の
る
」	

土
室
寧
二

◎	

「
樹
の
記
憶
」「
河
面
」	

高
木
敏
克

	

「
い
や
違
う
」	

う
ち
ゅ
。

	

「
生
業
」	

東
風
佳
子

○	

「
晩
餐
」「
安
定
雑
駁
者
」
在
月
水
花

○	

「
ま
ち
あ
わ
せ
の
レ
ッ
ス
ン
」

	
	

佐
々
木
樹

	

「
永
遠
の
愛
お
し
さ
」	

晴
宮
綾
人

○	

「
あ
ざ
な
う
月
」　　

内
山
ヒ
ロ
ユ
キ

◎	

「
相
思
」「
ま
ど
ろ
み
」	

春
野
太
郎

■
奈
良
県	

	
◎	
「
指
さ
す
詩
人
」　　

桃
山
パ
ウ
ワ
ウ

◎	

「
三
月
」「
遠
景
」	

中
牟
田
桃
園

◎	

「
世
界
樹
」「vector

」	

イ
ン
バ

◎	

「
あ
ま
い
ひ
か
り
」	

有
原
悠
二

◎	

「
魚
の
国
」	

三
刀
月
ユ
キ

■
和
歌
山
県	

	

○	

「
聖
夜
」「
田
舎
の
児
」	

小
鷹
ロ
ビ
ン

■
島
根
県	

	

○	

「
す
ず
ら
ん
の
音
色
」	

H
.I

◎	

「
ど
ぶ
か
ら
柱
」「
椿
」	

橘
い
ず
み

■
岡
山
県	

	

○	

「
お
れ
」「
道
」	

三
倉
潤
悟

◎	

「
僕
の
部
屋
」	

新
里　

輪

■
広
島
県	

	

◎	

「
路
上
に
て
」　　
　

い
ま
だ
ま
り
こ

○	

「
あ
ち
ら
の
人
」　

ま
っ
た
り
ね
ず
み

	

「
夢
見
る
細
胞
」「
藍
魂
」
神
崎
梨
花

	

「
あ
ら
た
ふ
と
」	

ふ
き

◎	

「
三
百
六
十
五
連
休
」
は
し
の
ぶ
し
げ

○	

「
戦
争
の
鼓
動
が
再
び
」	

塚　

永
行

◎	

「
道
徳
の
お
時
間
」「
事
情
」	

澄
乍

◎	

「
光
る
盲
腸
」「
変
身
」	

種
高　

誠

◎	

「
捧
ぐ
」「
静
か
な
恋
」	

ミ
キ
コ
ト
ホ

	

「
名
も
な
き
日
々
に
」	

妖
希

◎	

「
わ
た
し
」	

林
檎

○	

「
雨
」「
星
を
眺
め
る
」	

岡
部
憲
和

◎	

「
月
下
の
送
別
」	

川
咲
道
穂

○	

「
命
」」「
通
り
過
ぎ
る
」	

河
内
銀
太

■
山
口
県	

	

◎	

「
来
し
方
行
く
末
」	

晴
野
康
史

■
徳
島
県	

	

◎	

「
問
」「
運
針
」「
約
束
」	

村
上
文
緒

■
香
川
県	

	

○	

「
私
の
生
き
様
」	

濱
崎
恭
子

◎	

「
自
由
帳
」「
心
象
世
界
」
久
保
慧
眼

◎	

「
通
学
路
」	

永
井
愛
夏

○	

「
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
」	

山
路
萌
黄

■
高
知
県	

	

○	

「
風
呂
の
穴
」	

赤
井
紫
蘇

	

「
打
た
れ
た
マ
ム
シ
」	

小
原
友
紀

■
福
岡
県	

	

○	

「
日
曜
日
」	

長
尾
芽
里

○	

「
宇
宙
の
こ
と
ば
」	

須
藤　

東

○	

「
神
様
も
し
も
」　　

な
か
む
ら
み
ほ

◎	

「
私
は
生
き
て
い
る
」	

吉
岡
幸
一

◎	

「
絶
望
讃
歌
」	

十
路
田
道
広

◎	

「
慟
哭
」「
追
憶
を
超
え
」
久
利
潤
保

◎	

「
審
判
の
箱
」	

泉
水
雄
矢

	

「
タ
レ
ー
ラ
ン
」	

秋
田
志
穂

○	

「
地
球
の
呼
吸
」	

中
村
亘
大

○	

「
夜
光
放
浪
第
三
夜
」「
少
数
派
の
キ

ン
グ
・
チ
ェ
ア
」　　
　

ア
マ
ヱ
ガ
ナ
リ

○	

「
人
間
の
自
由
と
縁
」	

原
口
幸
治

	

「
殺
人
前
夜
」「
夢
追
い
」
髙
田
テ
ラ

■
佐
賀
県	

	

○	

「
燈
」「
鎮
生
歌
」	

赤
井
理
都

■
長
崎
県

◎	

「
き
み
は
平
戸
の
ビ
ー
チ
へ
行
っ
た
か

い
」	

永
田
米
吉

◎	

「
闇
を
持
つ
者
へ
」	

貝
塚
マ
ナ

○	

「
暗
い
道
」「
ト
ン
ネ
ル
」
猫
桜
颯
輝

■
熊
本
県	

	

◎	

「
七
十
八
億
分
の
一
人
の
螺
旋
階
段
」

	
	

A
.M
A
RE

○	

「
亡
者
の
声
」「
咆
稿
」	

田
中
傲
岸

◎	

「
葛
藤
」「
目
先
の
光
」	

タ
チ
ク
サ

○	

「
影
ふ
み
」	

清
水
ら
く
は

	

「
貝
殻
」「
回
転
草
」「
千
日
紅
」	

蛟

◎	

「
く
る
り
っ
た
ん
」	

中
立
明
子

○	

「
水
平
線
の
悲
哀
」	

小
池
ま
や

◎	

「
深
海
魚
」「
０
地
点　

on	the	
earth

」keisei.hhh(stereotype2085)

■
大
分
県	

	

◎	

「
０
８
２
」　　

マ
ッ
シ
バ
ン
バ
ー
タ

■
鹿
児
島
県	

	
	

「
オ
リ
オ
ン
座
の
哀
し
み
を
」	

麻
貴

	

「
古
里
の
不
易
旅
行
」	

浜
尾　

夕

■
沖
縄
県	
	

○	

「
大
切
な
思
い
出
」「
名
無
し
」	

梟
庵

◎	

「T
ragic	Lovers

」	

つ
む
ぐ

◎	

「
わ
っ
た
ー
」「
風
土
」	

幸
地
チ
カ
ソ

◎	

「
あ
と
が
き
」	

烏
頭
九
丸

◎	

「
伊
集
の
森
」「
器
物
破
損
」
琴
森
戀

◎	

「
地
獄
の
蓮
」	

藍
原
知
音

■
海
外	

	

○	

「
紐
育
の
春
」	

露
香

○	

「
夜
へ
の
ラ
ブ
コ
ー
ル
」
辻　

雄
斗

○	

「
生
の
つ
ど
い
」	

阿
部
静
雄

	

「H
ug

」	

音
成
映
舞

■
応
募
者
の
皆
様
へ

第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
の
選
考
に
つ

い
て

　

第
19
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
へ
の

御
応
募
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
選
考
に

つ
い
て
選
考
委
員
会
よ
り
付
記
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
次
予
選
の
選
考
基
準
は
、
詩
の
言

葉
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
最
重
要
の

基
準
点
と
な
り
ま
す
。
ま
た
さ
ら
に
訴
え

る
姿
勢
や
言
葉
の
強
さ
も
加
味
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
詩
の
言
葉
と
し
て
は
硬

度
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
や
や
稚
拙
で
あ

っ
て
も
、
他
者
に
訴
え
た
い
切
実
な
も
の

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
作
品
は
一
次
を
通
過

し
て
い
ま
す
。
一
次
予
選
通
過
に
は
、
何

％
と
か
、
何
篇
以
内
と
か
、
数
字
の
枠
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
応
募
者
全

員
が
一
次
予
選
合
格
と
い
う
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。

　

ま
た
第
二
次
予
選
は
、
そ
の
中
で
さ
ら

に
強
く
何
か
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
詩
の

形
と
し
て
し
っ
か
り
翼
を
得
て
い
る
も

の
、
言
葉
の
光
る
も
の
が
選
ば
れ
ま
す
。

一
行
で
も
い
い
、
一
句
で
も
い
い
、
何
か

一
つ
心
に
残
る
新
鮮
な
言
葉
、
結
晶
度
の

高
い
言
葉
が
あ
る
か
ど
う
か
、
心
の
真
実

が
こ
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
思
い
と
し

て
滑
空
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　

第
三
次
予
選
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
く
な
る
よ
う
な
普
遍
的
な

表
現
力
を
備
え
て
い
る
か
が
、
選
考
の
基

準
に
な
り
ま
す
。
詩
と
し
て
た
く
さ
ん
の

人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
普
遍
的
な
生
命

力
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
で
き
れ
ば
人
の
心
に
残
っ
て
新
た

な
力
に
な
る
よ
う
な
魅
力
も
備
え
て
い
る

と
推
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
方
法
と
し
て

斬
新
な
も
の
も
注
目
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
加

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
文
芸
思
潮
」
選
考
委
員
会
で
は
、
選
考

の
便
宜
性
の
た
め
に
通
過
作
品
数
を
何
編

以
内
と
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
作
品
の
内
容
を
重
視
し
て
、
優
れ
た
作

品
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
そ

の
作
品
の
価
値
や
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
、
作

品
を
残
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
た
く
さ
ん
の

作
品
が
三
次
予
選
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
選

出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
ら
の
点
を
御
了
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
次
回
も
ど
う
か
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
御
応
募
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

（「
文
芸
思
潮
」現
代
詩
賞
選
考
委
員
会
）

第
19
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
中
間
発
表


